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	応用
	抗原情報
	背景
	カゼインキナーゼII（CK2）は、恒常的に活性で普遍的に発現するセリン／スレオニンプロテインキナーゼであり、細胞増殖、細胞分化、およびアポトーシスにおいて調節機能を持つと考えられています。CK2は、2つの調節βサブユニットと2つの触媒ユニット（αおよびα'）からなる四量体複合体として機能し、ホモマーまたはヘテロマー構造をとります。αサブユニットとα'サブユニットは触媒的に同一ですが、cdc2やHsp90などのCK2を制御するタンパク質は、αサブユニットに優先的に結合し、α'サブユニットには結合しません。CK2は、腫瘍抑制（p53およびPTEN）および腫瘍形成（myc、jun、NF-κB）に関与するいくつかの重要な細胞内シグナル伝達タンパク質をリン酸化することができます。 CK2 は、β-カテニンのリン酸化を介して Wnt シグナル伝達に、また Akt のリン酸化を介して PI 3-K シグナル伝達経路にも影響を与えると考えられています。
	研究分野
	アポトーシス、Wntシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	CSNK2A2マウスmAbを用いたHeLa（1）、MCF-7（2）、HepG2（3）、Jurkat（4）、NIH3T3（5）、およびPC-12（6）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	CSNK2A2マウスmAbを用いたマウス肝臓(1)PC-12(2)Raw264.7(3)NIH/3T3(4)NRK(5)C2C12(6)C6(7)L1210(8)F9(9)COS-7(10)CHO3D10(11)細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	CSNK2A2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CSNK2A2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した COS7 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CSNK2A2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋マウス腎臓 (A) マウス腎臓 (B) マウス小脳 (C) の免疫組織化学分析。
	

	CSNK2A2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ラット腎臓 (A)、ラット腎臓 (B)、ラット脳 (C) の免疫組織化学分析。
	

	CSNK2A2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ脊髄の免疫組織化学分析。

